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協
会
企
画
ご
案
内

撮
影
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ア
ー
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せ

東
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風

景

写

真

家

協

会

第

４
回

作

品

展

「

」
開

催

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

上
位
入
選
者

フ
ォ
ト
コ
ン
誌
初
級
コ
ー
ス

ネ
イ
チ
ャ
ー
の
部

銅
賞

角
田
宗
男

「
冬
の
足
音
」

新
規
入
会
会
員
紹
介

宮
城
県
仙
台
市

小
林

智
之

★
黒
原
範
雄
「
裏
磐
梯
賛
歌
」

エ
リ
ア
別
撮
影
ガ
イ
ド

以
前
に
も
取
り
上
げ
ま
し

た
裏
磐
梯
の
ペ
ン
シ
ョ
ン

「
く
ら
ん
ぼ
ー
ん
」
オ
ー
ナ

ー
黒
原
さ
ん
の
撮
影
ガ
イ
ド

⑥
雄
国
沼
・
大
塩
周
辺
が
４

月
２
０
日
付
け
で
発
売
さ

れ
、
こ
れ
で
２
０
１
２
年
９

月
２
０
日
の
①
小
野
川
湖
周

辺
発
売
か
ら
②
秋
元
湖
周
辺

③
曽
原
湖
周
辺
④
檜
原
湖
南

エ
リ
ア
⑤
檜
原
湖
北
エ
リ
ア

と
全
部
で
６
冊
す
べ
て
が
揃

い
ま
し
た
。

最
初
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
裏
磐
梯

光
彩
の
詩
」
出

版
か
ら
１
０
年
を
経
、
裏
磐

梯
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝

え
る
べ
く
企
画
。
し
か
し
、

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故

で
一
時
は
断
念
も
考
え
た

が
、
被
災
地
ニ
ュ
ー
ス
映
像

で
「
明
け
な
い
夜
は
な
い
」

と
い
う
言
葉
が
黒
原
さ
ん
を

駆
り
立
て
、
奥
さ
ん
の
「
本

の
売
り
上
げ
を
震
災
の
支
援

に
使
っ
た
ら
」
の
言
葉
で
決

心
。
写
真
展
を
開
催
し
、
沢

山
の
売
上
金
を
被
災
地
の
子

供
達
に
支
援
し
ま
し
た
。
私

達
も
同
じ
東
北
人
と
し
て
出

来
る
丈
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
最
初
の
撮
影
実
習
セ

ミ
ナ
ー
開
催
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
今
回
は
初
め
て
の

撮
影
実
習
場
所
に
な
り
ま

す
。

実
施
期
日

７
月
８
日
（
火
）

撮
影
地

榴
岡
公
園
、
新
寺

界
隈
の
寺
院
群

集
合
場
所

榴
岡
公
園
噴
水

広
場
前
（
雨
天
決
行
）

参
加
費

２
，
０
０
０
円

（
会
場
費
、
設
備
費
、
Ｐ
Ｃ

機
材
等
費
用
に
充
当
）

講
師

竹
内

正
会
長

募
集
人
員

２
０
名
（
フ
ィ

ル
ム
カ
メ
ラ
、
又
は
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
合
計
で
の
人
数

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
）

参
加
申
し
込
み
方
法

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
同
封
チ
ラ
シ
下
段

の
申
込
用
紙
を
事
務
局

０
２
２
ー
２
５
６
ー

２
１
４
２
に

お
申
込
の
会
員
に
は
、
７
月

４
日
ま
で
に
、
参
加
票
を
送

付
い
た
し
ま
す
。

参
加
費
は
当
日
集
金
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
昼

食
は
各
自
会
場
最
寄
り
の
お

店
で
お
取
り
く
だ
さ
い
。

セ
ミ
ナ
ー
会
場

（
仙
台
駅

東
口
パ
ル
シ
テ
ィ
５
階
）

仙
台
市
生
涯
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
５
階
「
第
１
音
楽
室
」

主
な
予
定

９
時
30
分
～
⒒
時
40
分
撮
影

（
榴
岡
公
園
、
新
寺
界
隈
）

⒓
時
～
12
時
50
分
昼
食

（
各
自

自
由
食
）

13
時
～
16
時
30
分

講
師
セ
ミ
ナ
ー
、
作
品
セ
レ

ク
ト
、
講
評

17
時

終
了
、
解
散

撮
影
は
リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ

ル
ム
又
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

リ
バ
ー
サ
ル
は
増
感
、
減

感
、
マ
ウ
ン
ト
指
定
不
可
。

デ
ジ
タ
ル
は
Ｊ
ｐ
ｅ
ｇ
フ
ァ

イ
ル
の
み
。

フ
ィ
ル
ム
セ
レ
ク
ト
用
ラ

イ
ト
ボ
ッ
ク
ス
、
ル
ー
ペ
、

マ
ウ
ン
ト
５
コ
マ
、
は
さ
み

等
は
用
意
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
は
パ
ソ
コ
ン
に

て
画
像
を
５
点
セ
レ
ク
ト

後
、
フ
ァ
イ
ル
を
保
存
し
、

デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
映
写
、
講
評
し
ま
す
。

な
お
、
参
加
さ
れ
た
方
の

作
品
を
一
部
選
考
し
東
風
協

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

欄
に
掲
載
し
ま
す
。

一
年
お
き
に
開
催
し
て
い
る

会
員
皆
様
の
作
品
発
表
の
場
、

第
４
回
作
品
展
「
美
し
い
日

本
」
を
８
月
２
２
日
（
金
）
よ

り
２
７
日
（
水
）
迄
の
期
間
で

開
催
い
た
し
ま
す
。
会
場
は
お

馴
染
に
な
っ
た
「
せ
ん
だ
い
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク
・
５
階
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ｂ
」
の
全
室
を
使
用
し

て
参
加
会
員
の
出
展
作
品
を
展

示
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
作
品
展
で
は
消
費
増

税
の
関
係
も
あ
り
少
し
早
目
と

な
り
ま
し
た
が
３
月
１
日
付
で

ご
案
内
を
し
ま
し
た
ら
、
申
込

締
め
切
り
の
３
月
３
１
日
ま
で

に
５
０
名
以
上
の
会
員
か
ら
参

加
の
返
事
を
頂
き
、
竹
内
敏
信

最
高
顧
問
、
椎
名
亮
介
顧
問
を

加
え
ま
す
と
最
終
的
に
５
９
名

と
過
去
最
高
の
参
加
者
と
な
り

ま
し
た
。
出
展
す
る
作
品
に
つ

い
て
は
基
本
的
に
参
加
者
ご
自

身
で
準
備
し
て
頂
く
の
で
す

が
、
不
可
能
な
会
員
に
は
竹
内

正
会
長
に
お
願
い
し
、
５
月
１

３
日
と
１
５
日
の
２
日
間
、
旭

ヶ
丘
に
あ
る
う
日
立
シ
ス
テ
ム

ズ
ホ
ー
ル
仙
台
の
第
１
会
議
室

を
お
借
り
し
選
考
会
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
の
選
考
会
で
は
作

品
選
び
に
時
間
が
掛
か
る
と
考

え
て
一
人
３
０
分
の
時
間
を
用

意
し
た
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
準

備
が
良
く
て
ス
ム
ー
ズ
に
作
品

が
決
ま
り
、
ま
た
、
今
迄
タ
イ

ト
ル
名
に
も
悩
む
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
岡
部

晃
次
写
真
展
担
当
幹
事
に
も
２

日
間
就
い
て
も
ら
い
、
作
品

を
一
緒
に
見
な
が
ら
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し

た
の
で
、
そ
れ
程
皆
さ
ん
苦

労
せ
ず
に
素
敵
な
タ
イ
ト
ル

が
次
々
決
ま
り
ま
し
た
。
タ

イ
ト
ル
付
け
は
作
品
に
強
い

印
象
を
与
え
る
う
え
で
大
切

な
こ
と
で
す
。
是
非
会
場
に

て
作
品
を
見
な
が
ら
お
楽
し

み
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

選
考
会
も
終
了
し
、
現
在

ま
で
に
判
明
し
て
お
り
ま
す

作
品
数
は
竹
内
敏
信
最
高
顧

問
と
椎
名
顧
問
の
作
品
を
除

い
て
、
半
切
作
品
５
５
点
、

全
紙
作
品
５
２
点
の
計
１
０

７
点
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

前
回
は
半
切
が
６
１
点
、
全

紙
が
竹
内
最
高
顧
問
と
椎
名

顧
問
を
含
め
、
３
７
点
の
計

９
８
点
で
し
た
の
で
、
出
展

数
増
と
作
品
が
大
型
化
に
な

っ
て
来
て
お
り
、
会
場
設
営

が
少
し
悩
ま
し
い
処
に
な
り

そ
う
で
す
。

写
真
展
開
催
案
内
は
が
き

に
掲
載
し
た
作
品
は
岡
部
晃

次
幹
事
の
作
品
で
「
守
護

神
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
迫

力
あ
る
樹
氷
画
像
で
す
。
数

量
は
２
，
０
０
０
枚
作
成

し
、
出
来
上
が
り
ま
し
た
ら

参
加
会
員
に
は
各
１
０
枚
を

メ
ー
ル
便
に
て
配
布
。
そ
の

他
事
務
局
の
東
北
カ
ラ
ー
デ

ュ
ー
プ
は
じ
め
カ
メ
ラ
店
７

点
と
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
定
禅
寺
教
室
、
竹
内
会

長
、
丸
山
副
会
長
の
関
係
す

る
教
室
や
撮
影
会
で
配
布
す

る
予
定
で
す
。

当
作
品
展
の
目
玉
と
な
る

竹
内
敏
信
最
高
顧
問
と
椎
名

顧
問
の
展
示
作
品
は
竹
内
正

会
長
に
お
願
い
し
て
具
体
的

な
話
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ど
ん
な
作
品
が
選
ば
れ
る
か

お
楽
し
み
に
。

今
年
は
写
真
展
が
春
か
ら

目
白
押
し
に
続
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
、
当
時
利
用
し
て

い
た
各
会
場
が
何
れ
も
暫
く

使
え
な
か
っ
た
影
響
で
、
利

用
再
開
後
各
ク
ラ
ブ
の
写
真

展
開
催
が
集
中
し
た
結
果
と

思
わ
れ
ま
す
。
震
災
の
影
響

は
少
し
ず
つ
薄
れ
て
き
て
い

ま
す
が
、
未
だ
未
だ
色
々
と

出
て
い
る
の
で
す
ね
。
で
も

展
示
し
た
作
品
を
見
て
お
楽

し
み
頂
け
れ
ば
幸
せ
で
す
。

ま
た
、
会
員
皆
様
の
お
知

り
合
い
の
方
々
に
お
声
が
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
第
一
回
撮
影
実
習
セ
ミ
ナ
ー
開
催

丹
治
敏
明
講
師
に
よ
る

第
２
回
ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
開
催

今
年
度
第
２
回
目
に
な
り
ま

す
ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
セ
ミ
ナ

ー
を
プ
ロ
写
真
家
の
丹
治
敏
明

先
生
に
お
願
い
し
て
開
催
す
る

運
び
に
な
り
ま
し
た
。

丹
治
先
生
を
ご
存
知
の
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
お
生

ま
れ
は
１
９
３
６
年
広
島
県
福

山
市
で
、
生
れ
月
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
多
分
、
竹
内
正
会
長

と
同
年
配
か
と
？
同
じ
年
だ
と

す
る
と
こ
の
年
齢
の
方
は
皆
お

元
気
で
疲
れ
を
知
ら
な
い
方
ば

か
り
に
な
り
ま
す
ね
。
秘
訣
は

写
真
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
か

ら
な
の
か
と
？
？
！
！

日
時
：
９
月
１
３
日
（
土
）

Ｐ
Ｍ
２
：
00
～
4
：
00

場
所
：
戦
災
復
興
記
念
館

４
階

研
修
室

定
員
：
６
０
名

臨
時
会
費

会
員

１
，
０
０
０
円

一
般

１
，
５
０
０
円

（
当
日
入
会
申
込
者
は
会
員

扱
い
と
し
ま
す
）

申
込
先
（
協
会
事
務
所
）

東
北
カ
ラ
ー
デ
ュ
ー
プ
㈱

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
５
６
ー
２
１
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
６
ー
２
１
４
２

会
員
に
は
別
途
往
復
ハ
ガ
キ

に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

星朝子幹事

古
山
恵
子
幹
事
の
後
任
で
撮

影
会
幹
事
を
担
当
し
ま
す
。

当
協
会
も
女
性
会
員
の
幹

事
へ
の
積
極
的
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
星
幹
事
の

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す

昨
年
１
０
月
１
日
～
３
日
で

実
施
し
た
中
央
ア
ル
プ
ス

「
千
畳
敷
カ
ー
ル
」
と
「
上

高
地
」
撮
影
ツ
ア
ー
は
募
集

人
員
を
途
中
で
増
や
す
ほ
ど

の
大
変
な
人
気
の
中
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
参

加
で
き
な
か
っ
た
会
員
も
い

て
、
今
年
再
び
同
じ
コ
ー
ス

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
昨
年
よ
り
１
週
間
後

に
し
た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
画
像

で
１
週
間
後
の
紅
葉
が
真
っ

赤
に
な
っ
て
い
る
の
を
発
見

し
た
結
果
で
す
。
２
，
６
１

２
ｍ
に
あ
る
日
本
一
高
い
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
駅
の
す
ぐ
脇
に

あ
る
ホ
テ
ル
千
畳
敷
は
こ
の

時
期
予
約
が
な
か
な
か
取
れ

な
い
の
で
す
が
、
竹
内
会

長
、
河
北
新
報
ト
ラ
ベ
ル
と

の
連
携
で
今
回
も
４
０
名
を

確
保
し
た
と
の
こ
と
。
但

し
、
参
加
費
は
消
費
税
増
税

も
あ
り
、
少
し
高
く
な
り
ま

し
た
。

（
撮
影
ポ
イ
ン
ト
）

●
ホ
テ
ル
の
前
は
宝
剣
岳
に

向
か
っ
て
千
畳
敷
カ
ー
ル
が

広
が
り
、
お
天
気
に
恵
ま
れ

れ
ば
赤
い
夕
陽
に
照
ら
さ
れ

た
南
ア
ル
プ
ス
が
望
め
、
絶

好
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

夜
晴
れ
れ
ば
満
点
に
広
が
る

き
れ
い
な
星
空
撮
影
も
可
能

で
、
朝
日
も
南
ア
ル
プ
ス
越

え
に
出
て
、
富
士
山
も
見
る

こ
と
が
出
来
。
寝
て
る
時
間

が
余
り
有
り
ま
せ
ん
。

●
上
高
地
は
河
童
橋
傍
の

「
ホ
テ
ル
白
樺
荘
」
に
宿
泊

河
童
橋
周
辺
か
ら
望
む
夕
日

に
焼
け
た
穂
高
連
峰
や
周
辺

の
景
色
を
楽
し
め
、
早
朝
に

は
青
く
浮
か
び
上
が
る
大
正

池
の
木
々
や
焼
岳
の
映
り
込

み
、
朝
日
に
輝
く
穂
高
連
峰

等
が
存
分
に
楽
し
み
な
が
ら

撮
影
で
き
ま
す
。

旅
行
期
間

平
成
２
６
年

１
０
月
６
日
（
月
）
～
８
日

（
水
）
の
２
泊
３
日

費
用

６
１
，
０
０
０
円

添
乗
員
同
行
な
し

募
集
人
員

４
０
名
（
最
少
催

行
人
数
３
０
名
）
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り

食
事
条
件

朝
食
２
回
・

昼
食
１
回
・
夕
食
２
回

宿
泊
先

①
ホ
テ
ル
千
畳
敷

②
ホ
テ
ル
白
樺
宗

（
各
４
～
６
名
１
室
）

集
合
場
所

泉
区
役
所

駐
車
場

６
時
４
０
分

仙
台
駅
西
口
７
時
２
０
分

同
行
講
師

竹
内

正
・
丸
山

慎
一

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み

河
北
新
報
ト
ラ
ベ
ル
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
２-

２
１
１-

６
９
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
２-

７
２
３-

４
６
７
２

営
業
時
間

９
：
３
０
～

１
７
：
３
０
ま
で

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は

お
休
み
で
す
）

参
加
申
し
込
み
は
河
北
新
報
ト

ラ
ベ
ル
の
み
の
受
付
に
な
り
ま

す
。
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3
月
９
日
（
土
）
富
士
フ

イ
ル
ム
仙
台
会
議
室
に
て
、

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
中

の
「
美
し
い
風
景
１
０
０
人

展
」
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が

第
一
部
「
風
景
写
真
誌
」
の

石
川
編
集
長
、
第
２
部
福
田

健
太
郎
プ
ロ
に
よ
っ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
石
川

編
集
長
の
セ
ミ
ナ
ー
要
約
を

掲
載
し
ま
す
。

●
山
形
の
霞
城
公
園
で
の

作
品
：

桜
に
激
し
い
雪
が
降
る
様

子
を
感
じ
さ
せ
る
冬
と
春
が

交
錯
し
て
い
る
作
品
。
春
、

時
々
桜
の
咲
く
季
節
に
雪
が

降
っ
て
、
そ
こ
に
日
本
の
風

情
を
感
じ
る
。
春
・
夏
・
秋

・
冬
、
狭
間
の
風
景
が
現
れ

る
。
一
つ
の
画
面
に
季
節
と

季
節
を
繋
ぐ
作
品
で
幅
が
広

が
る
。
と
か
く
、
季
節
の
良

い
処
だ
け
を
写
し
た
作
品
が

多
く
、
夫
々
の
象
徴
的
な
写

真
が
多
い
が
あ
い
だ
の
作
品

が
無
く
、
自
費
出
版
作
成
時

苦
労
す
る
の
で
、
こ
う
い
う

作
品
も
大
事
。

●
満
開
の
桜
の
木
に
左
上

か
ら
光
が
降
り
注
ぎ
、
左
奥

の
暗
部
に
滝
の
写
っ
て
い
る

作
品
：

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
あ
る
写

真
、
明
暗
が
あ
り
晴
れ
や
か

に
光
の
射
す
中
に
淡
い
滝
が

写
っ
て
い
て
、
こ
の
ト
ー
ン

が
デ
ジ
タ
ル
で
は
中
々
思
う

通
り
に
出
な
い
。
暗
部
に
溶

け
込
む
風
景
は
フ
イ
ル
ム
と

印
画
紙
の
表
現
の
美
し
さ
を

み
せ
ら
れ
る
。
と
こ
の
写
真

を
え
ら
ん
だ
。

●
日
本
の
森
の
持
つ
美
し

さ
を
表
現
し
た
作
品
も
１
０

０
人
展
で
は
欠
か
せ
な
い
、

樹
の
魅
力
を
伝
え
る
作
品
：

森
の
中
に
渓
流
が
流
れ
て

い
る
写
真
と
思
っ
た
ら
中
間

か
ら
先
が
シ
ダ
で
覆
わ
れ
て

い
て
、
全
体
が
緑
だ
が
そ
の

中
に
色
々
の
緑
の
色
が
写
さ

れ
て
、
ポ
イ
ン
ト
に
花
が
咲

い
て
い
て
単
調
に
な
る
の
を

防
い
で
お
り
、
細
か
い
デ
ィ

テ
ー
ル
が
出
て
い
る
。
緑
色

は
当
初
デ
ジ
タ
ル
で
は
難
し

く
、
今
は
か
な
り
出
る
よ
う

に
な
っ
た
が
厳
し
い
。
今
で

も
フ
イ
ル
ム
の
ア
ド
バ
ン
テ

ー
ジ
が
あ
る
部
分
と
思
う
。

緑
も
中
に
濃
い
、
明
る
い
、

黄
色
っ
ぽ
い
、
青
っ
ぽ
い
、

深
緑
等
い
ろ
ん
な
緑
が
あ

る
。
こ
の
緑
も
一
見
単
調
に

見
え
る
が
複
雑
に
重
な
り
合

っ
て
画
面
の
魅
力
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
要
素
を
写
す
の

は
フ
イ
ル
ム
あ
る
い
は
印
画

紙
プ
リ
ン
ト
の
良
さ
と
思

う
。●

奈
良
県
屏
風
岩
公
苑
で

の
作
品
で
有
名
な
屏
風
岩
の

あ
る
と
こ
ろ
で
反
対
側
を
写

し
た
作
品
：

名
所
に
行
く
と
有
名
な
と

こ
ろ
を
写
し
た
作
品
を
撮
る

の
が
多
い
。
と
か
く
有
名
写

真
を
な
ぞ
ら
え
て
と
る
こ
と

が
多
い
が
ち
ょ
っ
と
目
を
変

え
て
別
の
方
向
を
見
る
と
、

実
は
こ
ん
な
に
凄
い
風
景
が

あ
る
。
あ
ま
り
事
前
情
報
に

ば
か
り
頼
っ
て
い
る
と
見
落

と
す
例
。

こ
の
五
月
の
連
休
に
、
二

日
間
連
チ
ャ
ン
で
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
ブ
ラ
っ
と
、
出
か
け

て
み
た
。
し
か
も
野
外
だ
け

ど
対
照
的
な
場
所
だ
。
一
日

目
は
「
国
営
み
ち
の
く
の
杜

湖
畔
公
園
」
二
日
目
は
「
東

北
大
学
理
学
部
付
属
植
物

園
」
で
あ
る
。
湖
畔
公
園
は

広
大
な
土
地
に
そ
の
景
観
を

生
か
し
て
造
ら
れ
た
人
工
の

公
園
。
片
や
植
物
園
は
青
葉

山
の
自
然
を
壊
さ
ず
に
、
樹

々
の
生
態
系
を
大
切
に
保
存

し
た
自
然
園
。
新
し
い
カ
メ

ラ
の
試
写
も
か
ね
て
機
材
を

担
い
で
出
か
け
た
。

湖
畔
公
園
は
連
休
と
あ
っ

て
人
の
波
が
絶
え
ず
、
特
に

小
さ
な
子
供
の
い
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
が
ほ
と
ん
ど
。
パ
パ

マ
マ
も
若
い
世
代
で
あ
る
。

泣
く
子
、
は
し
ゃ
ぐ
子
、
は

た
ま
た
子
を
叱
る
親
の
声
。

孫
に
手
を
引
か
れ
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
。
写
真
に
な
る
被
写

体
も
撮
る
の
に
困
ら
な
い
ぐ

ら
い
た
く
さ
ん
。
花
畑
も
整

備
さ
れ
て
お
り
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
、
菜
の
花
、
芝
桜
と
色

も
カ
ラ
フ
ル
で
、
ま
さ
に
カ

メ
ラ
撮
影
に
最
適
。
華
や
か

な
春
ら
し
い
写
真
が
撮
れ
ま

し
た
。

一
方
の
植
物
園
は
、
な
る

べ
く
自
然
そ
の
ま
ま
に
遊
歩

道
な
ど
を
整
備
し
た
た
め
、

三
脚
を
立
て
て
の
写
真
撮
影

は
広
い
と
こ
ろ
以
外
無
理
な

感
じ
。
し
か
も
指
定
の
遊
歩

道
以
外
は
足
を
踏
み
入
れ
る

こ
と
は
ご
法
度
で
あ
る
。
で

も
、
植
物
の
自
然
の
中
で
の

姿
は
、
大
変
美
し
い
も
の
で

す
。
低
い
ア
ン
グ
ル
か
ら
の

シ
ー
ン
は
あ
た
か
も
植
物
の

中
に
埋
れ
た
感
じ
で
撮
れ
ま

す
。
子
供
の
声
も
聞
こ
え

ず
、
こ
こ
が
街
中
な
の
か
と

疑
う
ほ
ど
静
寂
さ
が
漂
っ
て

い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
場
所
も
、
皆
さ

ん
大
切
な
ひ
と
コ
マ
を
記
録

す
る
た
め
に
写
真
は
撮
っ
て

い
ま
す
が
、
湖
畔
公
園
は

「
ス
マ
ホ
」
が
大
活
躍
。
動

画
も
撮
れ
ち
ゃ
う
。
一
方
の

植
物
園
は
ス
マ
ホ
世
代
で
は

な
い
の
で
、
「
デ
ジ
カ
メ
」

が
主
流
。
こ
の
点
も
好
対
照

で
し
た
。

そ
し
て
写
真
を
撮
る
こ
と

に
熱
中
し
て
い
る
と
思
わ
ぬ

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
の

人
と
の
出
会
い
で
す
。
湖
畔

公
園
で
は
、
ほ
と
ん
ど
観
光

地
と
い
う
感
じ
で
行
き
か
う

人
は
み
な
、
言
葉
を
交
わ
す

こ
と
の
無
い
人
々
。
こ
ん
な

に
大
勢
の
人
が
い
る
の
に
、

言
葉
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に

自
分
た
ち
以
外
は
他
人
同

士
。で

も
、
植
物
園
は
狭
い
遊

歩
道
を
お
互
い
に
相
手
を
思

い
や
り
、
道
を
譲
り
合
い
な

が
ら
「
こ
ん
に
ち
は
」
の
あ

い
さ
つ
。
ち
ょ
っ
と
し
た
山

歩
き
然
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

は
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
い
う

あ
い
さ
つ
が
行
き
か
い
人
々

を
和
ま
せ
る
。
日
本
語
っ
て

何
て
美
し
い
言
語
な
の
だ
ろ

う
。
写
真
を
撮
る
前
に
、
自

然
の
中
で
の
人
間
の
温
か
さ

に
感
動
し
ま
し
た
。
た
し
か

に
、
前
者
と
後
者
と
で
は
年

齢
層
が
二
回
り
以
上
違
っ
て

い
て
、
後
者
は
熟
年
層
が
９

０
％
で
し
た
が･

･
･
･

。
こ
こ

は
思
い
切
っ
て
白
黒
で
写
す

か
。
写
真
も
色
が
つ
い
て
い

れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
も

な
い
か
ら･

･
･
･

（
二
〇
一
四
年
六
月

丸
山
慎
一
）

こ
ん
な
話
あ
ん
な
話

第
二
五
話

連
休
閑
有
り

カ
メ
ラ
も
有
り

東
北
風
景
写
真
家

協
会
に
加
入
さ
せ
て

戴
き
、
早
4
年
目
に

入
り
ま
し
た
。

竹
内
先
生
、
諸
先

輩
方
々
の
ご
指
導
を

頂
き
、
甘
ん
じ
て
寄

り
掛
か
り
乍
参
加
し

て
お
り
ま
し
た
。

ふ
と
、
立
ち
止
ま

り
考
え
た
時
に
、
役

員
、
幹
事
、
会
計
を

担
当
さ
れ
て
居
る
方

々
の
幾
度
と
召
集
の

結
果
、
私
た
ち
は
参

加
が
出
来
て
居
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
役
員
の
方
々

は
招
集
の
都
度
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
熟

さ

れ

て

る

の

で

す

ね
。
又
、
決
算
書
を

見
て
解
り
ま
す
よ
う

に
、
役
員
の
方
々
は

お
茶
の
一
杯
も
予
算

に
無
く
、
勿
論
、
ガ

ソ

リ

ン

代

、

駐

車

料
、
交
通
費
も
あ
り

ま
せ
ん
ね
。
（
年
会

費
が
三
千
円
だ
か
ら

ね
・
・
・
）
と
言
っ

て
笑
っ
て
ま
し
た
。

私
的
に
は
助
か
り
ま

す
が
？
・
・

そ
し
て
も
っ
と
も

大
切
な
私
時
間
を
割

い

て

の

役

員

会

等

々
、
本
当
に
頭
の
下

が
る
思
い
で
し
た
。

そ

う

思

い

ま

す

と
、
お
手
伝
い
を
拒

む
理
由
な
ん
て
無
い

の
で
し
た
。
（
私
で

も
役
に
立
て
る
の
か

？

！

）

は

反

省

で

す
。今

会
員
は
、
百
余

名
に
成
り
ま
し
た
。

会
員
全
て
の
方
々
で

東
北
風
景
写
真
家
協

会
の
名
声
を
高
め
広

め
て
、
若
手
の
会
員

を

募

り

盛

り

上

げ

て
、
東
風
協
の
歴
史

を
継
げ
て
欲
し
い
と

思
う
私
が
居
り
ま
し

た
。

そ
し
て
、
や
が
て

私
も
年
を
重
ね
て
限

界
が
訪
れ
る
日
が
来

て

も

、

「

東

風

季

報
」
を
届
け
て
ほ
し

い
と
言
う
願
望
に
か

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

鼻
眼
鏡
で
読
ん
で

居
る
自
分
を
想
像
し

て
・
・
・

今
こ
の
元
気
に
感

謝
を
し
て
！
！

東
風
協
幹
事
を
引
き
受
け
て

星
朝
子

９
年
ほ
ど
前
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
北
上
教
室

で
名
誉
顧
問
竹
内
敏
信
先

生
に
、
子
供
た
ち
の
学
び

舎
の
ポ
ジ
フ
イ
ル
ム
３
０

枚
程
を
見
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
時
「
こ
う
い
う

も
の
は
壊
し
て
は
な
ら
な

い
も
の
だ
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
を
今
で
も
は
っ
き
り

と
思
い
出
し
ま
す
。

今
日
、
東
北
風
景
写
真

家
協
会
さ
ん
会
員
の
み
な

さ
ん
に
は
本
当
に
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し

て
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
度
は
、
ニ
コ
ン
プ

ラ
ザ
仙
台
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
て
、
日
ご
ろ
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
、

会
長
の
竹
内
正
先
生
の
心

温
か
い
お
心
遣
い
と
力
強

い
ご
指
導
の
も
と
に
、
鶴

岡
市
田
麦
俣
に
あ
る
「
た

に
し
の
楽
校
」
の
写
真
展

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

た
に
し
の
楽
校
は
、
社

会
事
情
の
中
で
、
平
成
１

７
年
３
月
の
卒
業
式
を
最

後
に
閉
校
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
１
９
年
５
月
か

ら
鶴
岡
市
の
特
別
許
可
を

頂
き
掃
除
を
始
め
て
８
年

目
に
な
り
ま
す
。
掃
除
に

通
う
た
び
に
、
こ
の
子
供

た
ち
の
学
び
舎
か
ら
は
デ

ジ
タ
ル
や
Ｉ
Ｔ
近
代
社
会

の
中
に
、
見
え
な
い
と
こ

ろ
に
あ
る
大
切
な
も
の
に

気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

思
い
返
し
て
み
ま
す

と
、
や
は
り
風
景
写
真
を

撮
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
自
然
は
、
人
間

の
最
大
の
教
科
書
、
先
生

だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
の
都
合

で
多
く
の
自
然
を
壊
し
開

発
も
し
て
来
ま
し
た
。
人

間
が
壊
し
た
も
の
は
自
然

に
は
戻
り
ま
せ
ん
し
、
人

間
が
つ
く
っ
た
物
は
人
間

が
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
付
け
を
未

来
の
人
た
ち
に
残
す
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
特
に
自

然
の
風
景
と
子
供
た
ち
の

学
び
舎
か
ら
は
「
も
う
よ

し
な
さ
い
よ
」
と
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
い
の
で
す
。

今
日
自
然
環
境
教
育
が

大
切
と
い
わ
れ
、
私
た
ち

は
も
う
一
度
、
日
本
の
風

景
、
地
域
の
風
景
を
見
つ

め
直
し
て
み
る
こ
と
が
大

切
で
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。

震
災
後
に
は
、
金
子
み

す
ず
さ
ん
の
「
こ
だ
ま
で

し
ょ
う
か
」
が
、
テ
レ
ビ

で
繰
り
返
し
放
送
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち

は
戦
後
急
ぎ
足
で
来
ま
し

た
。
自
然
を
見
つ
め
直

し
、
心
温
か
い
人
と
の
繋

が
り
を
大
切
に
し
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
舎
の
写
真

展
を
と
お
し
て
、
ご
覧
に

な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
に
、

少
し
で
も
心
の
安
ら
ぎ
に

な
っ
て
頂
け
た
な
ら
こ
ん

な
に
嬉
し
い
こ
と
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

保
存
会
員
さ
ん
、
多
く

の
み
な
さ
ん
に
応
援
し
て

頂
き
現
在
学
び
舎
は
存
在

し
て
い
ま
す
。

写
真
の
力
、
役
割
を
と
お

し
て
、
自
分
に
出
来
る
こ

と
を
毎
日
模
索
し
て
お
り

ま
す
。

歴
史
と
木
の
ぬ
く
も
り

の
あ
る
子
供
た
ち
の
学
び

舎
か
ら
は
、
子
供
た
ち
の

声
が
聴
こ
え
て
く
る
か
の

よ
う
で
す
。
子
供
た
ち
は

社
会
の
宝
。
み
ん
な
が
楽

し
く
集
ま
れ
る
地
域
の
大

切
な
宝
物
、
施
設
。
み
ら

い
の
社
会
の
た
め
に
大
切

な
財
産
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

平
成
２
６
年
５
月
１
４
日

南

正
一

お
か
げ
さ
ま
で

「

た

に

し

の

楽

校

写

真

展

」

編
集
後
記

南
正
一
さ
ん
の
「
た
に
し

の
楽
校
」
の
あ
る
鶴
岡
市
田

麦
俣
は
古
い
多
層
民
家
の
あ

る
集
落
で
す
。
か
ぶ
と
形
の

茅
葺
民
家
が
数
軒
残
っ
て
い

る
趣
の
あ
る
集
落
で
す
。
冬

の
雪
が
深
い
と
き
に
写
真
を

撮
り
に
行
く
の
が
お
薦
め
。

私
個
人
の
意
見
石
川
編
集
長

の
セ
ミ
ナ
ー
要
約
。
色
の
細

か
い
デ
テ
ィ
ー
ル
は
ま
だ
ま

だ
フ
イ
ル
ム
に
デ
ジ
タ
ル
は

無
理
が
あ
る
。
で
も
私
は
ハ

ー
フ
・
ハ
ー
フ
で
行
こ
う
。

（
藤
枝
）

「
風
景
写
真
」
誌
編
集
長
石
川
薫
氏

美
し
い
風
景
写
真
１
０
０
人
展
セ
ミ

ナ
ー
か
ら
一
部
要
約

進
藤
弘
融


